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≪復職レポート≫ 

 復職レポートは、ＪＤＳＰの終了にあたって受講者自身がＪＤＳＰの取組み成果を取り

まとめるものです。 

事業主に対して行う終了報告の際には、体調・健康状態や通院・服薬の現状、ＪＤＳＰ

の受講状況、休職要因の分析や再休職予防策の検討結果などの報告が求められるため、こ

れらをレポートの形式で整理します。 

ＪＤＳＰで学んだ知識や気づきを振り返り、休職前の課題をふまえながらレポートにま

とめあげる作業は、ＪＤＳＰの集大成と言えます。また、事業主にとって、復職レポート

を通じて把握されたＪＤＳＰの取組み成果は、復職に向けた方針の検討や職場復帰支援プ

ランの作成のための重要な材料の一つとなります。 

 

【取組み時期・方法】 

復職レポートの作成にあたって

は、図 25 のとおり、事前に２つのワ

ークシートを作成し、課題の整理や

休職要因の分析、再休職予防策の検

討などを行います。  
まず、見学・体験時に、「復職に向

けた取組み整理シート」（図 26、資

料３参照）を通じて、職場復帰と再

休職予防策を考えるうえでの課題を

整理します。また、支援開始前の事

業主との打ち合わせで事業主側の見

解を確認し、支援期間を通じて随時

見直します。  
支援期間前半から中盤にかけて

「休職の経緯と対処方法の整理シー

ト」（図 27、資料４参照）を作成

し、休職の経緯の振返り、休職要因

の分析を行ったうえで、各種プログ

ラムで得た学びや「ジョブリハーサ

ル」、「生活習慣・セルフケア」での

体験・実践で得た気づきをもとに、

再休職を予防するための対処方法に

ついて検討します。  
それらをもとに、支援期間後半か

らＪＤＳＰの取組み成果を「復職レ

ポート」として取りまとめます。  
ＪＤＳＰでは、終了報告において

図 25 復職レポート作成までの流れ 

図 26 復職に向けた取り組み 

整理シート 

図 27 休職の経緯と対処方法の 

 整理シート(抜粋)  

 

 

「休職の経緯と対処方法の整理シート」の作成

◆休職に至った経緯の振り返り
◆休職要因の分析

◆再休職を予防するための対処法
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「復職に向けた取組み整理シート」の作成

◆職場復帰と再休職予防策を考える上での課題
◆今後取り組みたいこと
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【終了報告会】

カウンセラーとの
振返り

 

 

◇◆ 復職に向けた取組み整理シート ◆◇ 

年  月  日 

（氏名：         ） 

１：ＪＤＳＰ体験に参加した感想 

 

◆体調や疲労について 

 

 

◆見学内容について 

 

 

 

２：今後のＪＤＳＰ受講についての希望 ※〇を付けて下さい。 

・有       ・無         ・その他（                 ） 

 

３：職場復帰と再休職予防策を考えるうえでご自身の【課題】と思われることを書きましょう。現時点

で書ける範囲で今後【取り組みたいこと】について書きましょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【取り組みたいこと】 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【取り組みたいこと】 

 

【課題】 

 

 

 

 

【取り組みたいこと】 

 

 

【課題】 

 

 

 

 

【取り組みたいこと】 

 

仕事の取組み方・働き方 

ストレス対処 生活習慣 

コミュニケーション 

 

 

◇◆ 休職の経緯と対処方法の整理シート ◆◇ 

   年   月   日 

（氏名：           ） 

１：休職の経緯 （体調悪化のきっかけとなるエピソード～休職まで） 

 

いつ             エピソード               気分       その時の考え 
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事業主から確認が求められる代表的な項目を受講者に紹介し、受講者はそれを参考にしな

がらパワーポイントやワード文書などでレポートを作成しています。受講者が作成した内

容については、個別面談でカウンセラーと振り返り、内容を深めます。取りまとめた復職

レポートは、終了報告会で受講者・事業主・支援者の三者で共有します。 

 

【復職レポートの内容】 

受講者が作成する「復職レポート」の様

式例を図 28（資料５参照）に示します。 

 項目には、ＪＤＳＰの受講状況や体調な

どの現状のほか、休職に至った要因分析や

再休職予防策、今後の働き方、復職にあた

っての希望などが含まれます。 

 

【実施のポイント】 

復職レポートの作成は、受講者が主体的

にまとめることを基本としていますが、定

期的なカウンセラーとの個別面談を通じ

て、ＪＤＳＰの４つのテーマをふまえた多

角的な分析ができているか、体験・実践しな

がら検討した具体的な行動レベルの対処策

を示しているか、事業主の意向や見解をふ

まえているか、現実的か、簡潔か、といった

視点で振り返り、客観的な視点を持った自

己分析をうながします。 

また、必要に応じてＳＳＴの場面におい

て事業主に復職レポートの内容を報告するシミュレーションを行い、内容や話し方を確認

したり、受講者同士で助言しあいます。 

 
【受講者と事業主の感想・効果】 

受講者からは、「再休職予防策や今後の働き方を整理でき、復職への自信が持てた」、

「復職後も再休職予防策や自分の目指す働き方を忘れないように、復職レポートを定期的

に読み返したい」といった感想が聞かれています。  
また、終了報告会で事業主からは、「休職の要因がしっかり分析されていて安心した」、

「再休職予防策が具体的に整理されていてよく分かった」、「今後、復帰先の部署と復職レ

ポートの内容を共有して受け入れ体制を整えたい」などの感想が聞かれています。  
受講者は、復職レポートの作成を通じて休職要因や再休職予防策の分析をふまえた復職

後の働き方の指針を明確にすることができます。また、復職レポートを通じて受講者が復

職に関する意思や希望、現状を整理して伝えることで、事業主は復職判断や復職後の配置

や条件、受け入れ体制、フォローアップの視点などの検討を具体的に進めることができま

す。 

図 28 復職レポート(様式例) 
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復職レポート（様式例） 

 

 

 

１：ＪＤＳＰ受講状況について 

(１) 受講期間：○年○月○日～○月○日 

(２) 出席状況：○年○月〇日現在、全○日中、○日出席  

※欠席〇日(理由：       )、遅刻〇日(理由：        )、早退〇日(理由：        ) 

 

 

２：体調管理について 

(１) 生活リズム、体調、気分の状況 

(２) 集中力・作業耐性の現状 

(３) 通院・服薬状況 

(４) 主治医の意見（主治医の復職に関する見解、復職後の仕事上・生活上の注意事項など） 

 

 

３：ＪＤＳＰで学んだこと、気づきや感想 

(１) ＪＤＳＰでの取組み内容  

※主な活動を列挙するなど 

 

(２) 休職経緯と要因分析 

ア 休職に至った経緯の客観的な振返り 

イ 休職に至った要因 

※「生活習慣」、「ストレス対処」、「コミュニケーション」、「仕事の取組み方・働き方」

の４つのテーマから要因を検討する。 

 

(３) 再休職予防策と今後の働き方 

※復職後、再休職しないためにどうすればいいか、４つのテーマに沿って具体的な行動で示す。 

(例)  

× 働き過ぎて疲労を溜めないよう気をつけます。 

○ 疲労のサインは「○○」「○○」です。これらのサインが出たら、○○をして、ストレス・

疲労を解消します。業務面では、上司に報告して、○○するようにします。 

× 自分で抱え込む傾向があるので、早めに相談します。 

○ 毎日、上司に担当業務について報告します。仕事がたまっている場合は、納期調整につい

て相談します。上司が不在の際には、○○する用意をします。 

 

 

４：復職にあたっての希望(必要に応じて) 

(１) スケジュール 

(２) 勤務条件（勤務時間など） 

(３) 配属、職務 

(４) 職場環境面で配慮をお願いしたいことなど 
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